　　令和元年　9月6日

調　査・研　修　報　告　書（会派個人用）
会派名：　きずな　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：林　　高正　　　　 eq \o\ac(○,印)
	実施場所：北海道　白老町議会
	実施日：令和元年8月29日

	■目的・課題・問題事項（調査・研修に先立っての思いや本市の現状　など）
　白老町議会が日本で初めて導入した「通年議会」の成り立ち、そのメリットやデメリットについて視察・研修することで、本市への導入の可否を考えるため。

	■参考とすべき事項
　白老町議会がなぜ、「通年議会」を必要としたのかという問いに、平成18年2月　議長より、「定数削減の検討」ということが諮問されました。そして、平成18年10月　議会報告会（町内7箇所）で町民より削減に対して色々な意見が出されとことで、平成19年1月　議会運営委員会より議員定数20名→16名と報告がなされました。その時、機能改革として、①議会のチェック機能を確保する仕組みとして「通年議会」制の導入②議会と住民の意思が乖離しない仕組みとして「議会広聴の充実強化」③議員の資質向上を図る仕組みとして「政策研究会」の設置が併せて提案されました。
　そして、平成19年6月　通年議会の試行を経て、平成20年5月　第1回定例会（定例会を年1回<1月～12月>とする条例案を可決）、6月議会から「通年議会」を導入されました。首長が1月に議会を招集（地方自治法の招集県は首長）、議会が12月まで通年議会とする（地方自治法で会期は議会が決める）、議会の活動能力がない『閉会中』が無くなります（チェック機能のより強化）。
　議会広聴の充実・強化として、①常任委員会の複数所属②広報広聴常任委員会を新設。広報広聴常任委員会とは、所管が行政組織に対するものではなく、もっぱら町民に対する広報・広聴を行うもので、議会における横断的組織であり、議会報告会の定例実施と議会懇談会の定例実施、出前トーク、各種団体との懇談（休会の都度）、議会広報の編集・発行等を行います。◎通年議会による監視機能充実から政策議会へと変貌を遂げています。

	■提言・その他（本市の施策等にどのように活用すべきか など）
　私は白老町議会が通年議会を採用することになった諸事情をお聞きし、どこの議会も直面している共通課題の解決を考えるなら、有力な選択肢であると考えます。参考とすべき事項の最後に、「通年議会による監視機能充実から政策議会へと変貌」と書かせていただきましたが、平成29年度議会懇談会の開催目的の中に、【議会運営基準　第9章　第4節　第16項】議会と町民の意思が乖離せず、常に町民の思いを感じる議員活動を推進するために、町民からの意見・要望等を拝聴する懇談会を全町において開催するとあります。
　いきなり本市に導入ということは考えていませんが、そろそろ検討を始める時期にきているのではないでしょうか。人口減少が激しくなってきており、地域の声を吸い上げる組織すらできないところも現れてきている現状を考えると、議会の果たすべき役割の多様性も考える必要があると思います。


※ 調査・研修終了後、一週間以内に会派事務局へ提出してください。
